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１　需要の状況
（１）ばれいしょの需要動向
　ばれいしょは、一般家庭で調理される「生
食用」、ポテトチップやポテトサラダ等の
原料となる「加工食品用」、でん粉の原料
となる「でん粉原料用」、種ばれいしょと
して使用される「種子用」などの様々な用
途に供されており、我が国における国内需
要は近年340万トン程度で推移している。
　このうち、国内生産量は、近年、240万
トン程度で推移しており、その差は輸入冷
凍品等によってまかなわれているところで
ある。平成28年度は主産地である北海道に
おいて台風に伴う大雨等による浸水・冠水
被害等が発生したことにより国内生産量は
220万トンに減少し、国内生産量の減少に
伴い輸入量が増加した（図１）。

（２）用途別の需要動向
　各用途別の国内需要の動向は、食の外部
化の進展等により「加工食品用」が増加傾
向にあり、「生食用」と「でん粉原料用」
が減少傾向にある。
　平成28年産の用途別の構成（概算）は、「生
食用」20％、「加工食品用」48％、「でん粉
原料用」22％となっており（図２）、このう
ちでん粉原料用は北海道のみで生産されて
おり、北海道でのばれいしょ生産量に占める
でん粉原料用の割合は約４割を占めている。

２　ばれいしょの国内生産の状況
（１）作付面積
　ばれいしょの作付面積は、労働負担が大
きいこと等による他作物への転換や生産者
の高齢化に伴う作付中止や規模縮小等によ
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図１　ばれいしょの需要動向
資料：農林水産省大臣官房統計部「野菜生産出荷統計」、財務省「貿易統計」
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り、減少傾向で推移している。
　平成28年産の全国の作付面積は77,200ha
（対前年200haの減）で、このうち北海道
が51,200haと７割弱を占めている（図３）。
　生産量は、作付面積の減少に伴い減少傾
向で推移している。平成28年産は、主産地
である北海道において、６月の日照不足や
８月の台風被害等の影響により減収となっ
たため、生産量は219万９千トン（対前年産
20万７千トン（９％）の減）となった（図４）。
（２）10ａ当たりの収量
　10ａ当たり収量は、平成24年以降平年並

みに推移していたが、28年産については、
全国の生産量の８割を占める北海道におい
て、６月の日照不足の影響により、いもの
肥大が進まなかったことに加え、８月の台
風に伴う大雨等により浸水・冠水等の被害
が発生したことから、10ａ当たり収量は
2,850kgで、前年産に比べ260kg（８％）減
少した。
　なお、平成29年産（春植え）については、
北海道において概ね天候に恵まれ、台風の
あった前年産を上回る作柄となったことか
ら、単収は対前年109％に回復した（図５）。

図２　用途別の需要動向
資料：農林水産省政策統括官付地域作物課調べ
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図３　作付面積の推移
資料：農林水産省大臣官房統計部「野菜生産出荷統計」
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（３）国内産ばれいしょの用途別生産量
　近年、ばれいしょの国内生産量は240万ト
ン程度で推移しており、国内産のばれいしょ
の平成28年産（概算）の用途別の割合は、
生食用が28％、加工食品用が25％、でん粉
原料用が32％、種子用が６％を占めており、
近年、加工食品用が増加傾向、生食用とで
ん粉原料用が減少傾向にある（図６）。

３　ばれいしょをめぐる課題
（１）省力的な生産体系の必要性
　北海道畑作農業においても、高齢化の進

展等により農家戸数は減少している。これ
により一戸あたりの経営規模の拡大が進
み、平成27年では４割以上の農家が30ha
以上を超える状況となっている（図７）。
　この結果、労働時間の長いばれいしょの
作付面積は減少傾向にあり、ばれいしょと
比べ労働時間の短い他の畑作物が増え、輪
作体系のバランスが崩れつつある。
　このような状況から、ばれいしょの作付
拡大に向けた省力的体系の確立と普及が重
要な課題となっている。

図５　平年収量比及び10ａ当たり収量の推移
資料：農林水産省大臣官房統計部「野菜生産出荷統計」

図４　生産量の推移
資料：農林水産省大臣官房統計部「野菜生産出荷統計」
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（２）生ばれいしょの輸入
　生ばれいしょの輸入に関しては、病害虫
の侵入を防ぐ観点から、植物防疫法上、以
下の措置がとられている。
　① 　米国以外の地域については輸入が禁
止されているか又は隔離検疫を受ける
必要

　② 　米国産（一部地域は輸入禁止）につ
いては、輸入後に植物防疫所長が指定
する加熱加工処理施設で加工される等
の二国間で定められた条件を満たす必要

　近年、ポテトチップの需要の増加に伴い、
原料を国産で賄いきれず、②による輸入が
増加しているが（図８）、メーカーからは
国産原料の要望が強く、国内における加工
食品用ばれいしょの増産が課題となってい
る。
（３）ジャガイモシストセンチュウのまん延
　感染により大幅な減収をもたらすジャガ
イモシストセンチュウは、北海道の他、青
森、三重、長崎、熊本で発生が確認されて
いる。

図６　国内産ばれいしょの用途別推移
資料：農林水産省政策統括官付地域作物課調べ
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図７　畑作農家の経営規模別農家数の推移（北海道）
資料：農林水産省統計部「農林業センサス」（北海道）
　注：畑作農家とは、「麦類作」「雑穀・いも類・豆類」、「工

芸農作物」のいずれかの販売金額が一位の農家である。
図８　ポテトチップ用生ばれいしょの輸入量の推移

資料：財務省「日本貿易統計」
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　北海道では、55市町村で発生が確認
（H29.3現在、北海道農政部調べ）されてお
り、年々その面積は拡大している。
　まん延防止のため、車輌・コンテナ洗浄
施設の整備等の対策が講じられているとこ
ろであるが、最も高い効果が期待できる抵
抗性品種の普及率は 26％（H28年）であり、
遅れている状況にある。
　特に北海道は種子ばれいしょ生産におけ
る重要地域であり、抵抗性品種の普及等を
はじめとするまん延防止対策の徹底が急務
である。
　平成27年８月には、国内で初めてジャガ
イモシロシストセンチュウが確認されたこ
とを受け、28年10月から緊急防除を実施し、
シロシストのまん延を防止するとともに、
根絶に向けた防除を実施しているところで
ある。
（４）種ばれいしょをめぐる現状
　ばれいしょは、栄養繁殖により増殖する
ため増殖率が低く、原原種→原種→採種の
３段階増殖を経て、一般栽培用の種いもが
生産される。
　ばれいしょはウイルス病や細菌病等に侵
されやすく、一度感染すると防除が困難で、
産地にまん延し生産に大きな打撃を与える
ことから、健全な種いもの生産が極めて重
要である。
　北海道は、種ばれいしょ生産における重
要地域（国内の種ばれいしょの97％を生産）
であり、植物防疫法上、ジャガイモシスト
センチュウが確認されたほ場では、半永久
的に種ばれいしょ生産が認められなくなる
ことから、抵抗性品種の普及等をはじめと
するまん延防止対策の徹底が急務となって
いる。

　種ばれいしょについては、一般的なばれ
いしょ栽培に比べ作業に長い時間を要する
ことから、高齢化等により生産者数、面積
ともに減少傾向にある。シストセンチュウ
発生地域の拡大により種ばれいしょほ場の
確保が困難になってきていることもあり、
一部地域では、自管内で必要な数量の種い
も生産が困難な状況となっている。
（５）ばれいしょの主要な品種
　現在生産されている主要品種は、生食用
は「男爵薯」、「メークイン」、加工食品用
はポテトチップ向けの「トヨシロ」、でん
粉原料用は「コナフブキ」の比率が高いが、
いずれもジャガイモシストセンチュウ抵抗
性がない。
　近年、加工適性、機械化適性を有し、か
つジャガイモシストセンチュウ抵抗性等の
病害虫抵抗性等を有する優良品種が育成
（表１）されており、これらの品種への転
換が課題となっているところである。

４ 　ばれいしょ産地の競争力強化に向けた
支援対策

　ばれいしょをめぐる前述の課題等に対応
するため、農林水産省では平成29年度補正
予算において畑作構造転換事業を措置し
た。
　本事業によるばれいしょ等の省力作業体
系の導入や生産性向上技術の導入、需要が
拡大しているばれいしょ用途への転換、種
ばれいしょの生産性向上等への支援を通じ
て、畑作営農の規模拡大に対応した競争力
のある畑作産地への転換に向けた取組への
支援を行っているところである（図９）。
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表１　新品種の育成状況

主用途 品種名 特性 備考

生食用 スノーマーチ 良食味、シスト・そうか病抵抗性 H16　北見

ゆきつぶら 空洞少、打撲黒変少、シスト抵抗性 H17　北見

はるか 良食味、多収、シスト抵抗性 H19　北農研

きたかむい 空洞少、早生、シスト抵抗性 H19　ホクレン

ピルカ 目が浅い、多収、シスト抵抗性 H22　北農研

さんじゅう丸 大粒、多収、シスト・そうか病抵抗性 H22　長崎

加工食品用 さやか サラダ用、大粒、多収、シスト抵抗性 H7 　北農研

きたひめ チップ用、難糖化性、シスト抵抗性 H13　ホクレン

オホーツクチップ チップ用、早生、シスト抵抗性 H16　北見

らんらんチップ チップ用、チップカラー良、シスト抵抗性 H17　北農研

こがね丸 フライ加工用、シスト抵抗性 H18　北農研

ぽろしり チップ用、多収、シスト・そうか病抵抗性 H25　カルビー

でん粉原料用 コナユタカ 多収、シスト・Yモザイク抵抗性 H26　北見

コナヒメ 早期収穫に適、シスト・疫病抵抗性 H27　ホクレン

注：備考は育成年と育成場所を示す。
　　 「北農研」は（国研）北海道農業研究センター、「長崎」は長崎県農林技術開発センター馬鈴薯研究室、「北見」

は北海道立総合研究機構北見農業試験場

図９　畑作構造転換事業の概要
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